
令和○年○月○日（日）実施

Ａ

文部科学省後援 書写技能審査　
令和○年度第○回

毛筆書写技能検定 １級

毛

試験問題

Ａ
日 程

〔試験時間〕

〔注意事項〕

〔用具について〕

分150
１．受験する級の問題冊子であるか確認してください。
２．試験監督の指示があるまで問題冊子を開けないでください。
３．問題内容に関する質問は一切受けつけません。
４．携帯電話等の電子機器は必ず電源を切り、絶対に使用しないでください。
５．不正行為をした場合は、答案は無効となります。
６．受験票と受験に必要な用具以外はすべてしまってください。
７．墨の色や濃さを確認するために自分の半紙を１枚出しておいても構いません。
８．答案は各問題につき１枚のみ提出してください。
９．問題冊子は持ち帰らずに答案とともにすべて提出してください。

 【受験地番号・受験番号の記入】
受験地番号・受験番号は、実技解答用
紙（半紙・画仙紙・第６問賞状用紙）・
理論問題解答用紙に、受験票に記載され
ている番号を正確に記入してください。
【準登録（片方合格）の手続き】
 準登録（片方合格）の方は、該当科目
の解答用紙に受験地番号・受験番号の
みを記入し、必ず白紙で提出してくだ
さい。

・ 罫線付きの下敷きを使用しても構いま
せんが、自作の下敷きは使用できません。
・ 洗濯して落ちる墨や、筆ペンは使用で
きません。
・ 理論問題の解答時に使用する筆記具は
自由となっています。※鉛筆・万年筆・
ボールペン・サインペン・つけペンが
使用できます。

［不許複製］
この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験
問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、
漏えい（インターネット上に掲載することを含みます）する
ことを固く禁じます。

0101-M01001

実
技
答
案
（
半
紙
・
画
仙
紙
）
は
、
左
下

に
受
験
地
番
号
・
受
験
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

半
紙

受験票の受験地番号・受
験番号を記入



長
江
萬
里
清

2

第
１
問
つ
ぎ
の
漢
字
五
字
を
、
別
紙
（
半
紙
一
枚
）
に
縦
書
き
で
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
三
体
で
三
行
に
書
き
な
さ
い
。

紙
の
向
き
と
書
体
の
並
び

楷
書

行
書

草
書

縦
書
き

実
技
問
題



3

龍
は
天
に
昇
り　
雲
を
呼
び
雨
を
降
ら
せ
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
ら

れ　
農
作
物
に
と
っ
て
水
や
雨
の
神
様
と
言
わ
れ
る

第
２
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、
別
紙
（
半
紙
）
を
縦
長
に
し
て
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
行
書
で
書
く
こ
と
。
仮
名
は
連
綿
で
書
い
て
も
よ
い
。

漢
字
・
仮
名
は
課
題
の
と
お
り
に
書
く
こ
と
）。

紙
の
向
き
と
使
い
方

縦
書
き



4

つ
ぎ
の
文
字
は
書
譜
の
一
部
分
で
す
。
こ
れ
を
別
紙
（
半
紙
）
を
縦
長
に
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。

第
３
問

（
俗
易
雖
書
）

紙
の
向
き
と
使
い
方

縦
書
き



5

第
４
問　

ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
や
ま
の
や
ま
び
と
　ゝ
ひ
と
も
み
る
が
ね
や
ま
か
づ
ら
せ
よ

紙
の
向
き
と
使
い
方

縦
長
に
し
た
半
紙
を
縦
に
二
つ
に
折
り
、

右
半
分
に
臨
書
し
て
く
だ
さ
い
。

左
は
使
用
し
な
い

縦
書
き

つ
ぎ
の
和
歌
は
高
野
切
第
一
種
の
一
部
分
で
す
。
こ
れ
を
別
紙
（
半
紙
）
を
縦
長
に
し
て
、
二
つ
に
折
り
、

右
半
分
に
二
行
に
臨
書
し
な
さ
い
（
写
し
書
き
を
し
な
い
こ
と
）。



6

★

　
　

　
　

ａ
・
ｂ
の
漢
字
は
書
写
体
に
か
え
て
も
よ
い
。

ｃ
は
、
漢
字
を
仮
名
に
、
仮
名
を
漢
字
に
し
て
書
い

て
も
よ
く
、
ま
た
、
適
当
に
変
体
仮
名
を
ま
ぜ
て

書
い
て
も
よ
い
。
和
歌
は
現
代
表
記
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

ｄ
の
漢
字
・
仮
名
は
、
課
題
の
と
お
り
に
書
く
こ
と
。

紙のサイズと使い方

紙の向き

a・b・c 縦のみ

d 縦横自由

半
切

半
切
の

二
分
の
一

ａ
〜
ｄ
ま
で
半
切
ま
た
は
半
切
の
二
分

の
一
の
サ
イ
ズ
で
縦
書
き
で
書
い
て
く

だ
さ
い
。

縦
書
き

第
５
問　

つ
ぎ
の
★
印
の
…
…
で
囲
ん
だ
わ
く
4

4

内
の
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
、
縦
書
き
で
別
紙
（
紙
の
大
き
さ
は
図
版

を
参
照
）
に
自
分
の
得
意
と
す
る
形
（
書
体
・
書
き
ぶ
り
・
布
置
な
ど
）
で
書
き
な
さ
い
（
作
品
に
は
落
款
を
「
松
風
書
」
と
し
て
入
れ
、

押
印
の
位
置
は
赤
の
油
性
ま
た
は
顔
料
系
の
マ
ー
カ
ー
で
□
の
形
を
書
い
て
示
す
こ
と
。
ｃ
、
ｄ
の
場
合
は
「
松
風
か
く
」
で
も
よ
い
）。

春

江

潮

水

連
　

平

　

上

明

月

共

潮

生

散
り
に
け
り
あ
は
れ
う
ら
み
の
誰
な
れ
ば

花
の
あ
と
と
ふ
春
の
山
風

私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い

黒
い
雲
か
ら
ふ
る
雨
が

銀
に
ひ
か
っ
て

い
る
こ
と
が

桃
　

含

雨

開

ａ

ａ
の
読
み

（
新
古
今
和
歌
集
）

（
金
子
み
す
ゞ
）

ｂ
の
読
み

ｃ

ｂ

ｄ

春
江
の
潮
水
海
に
連
な
り
て
平
ら
か
な
り

海
上
の
明
月
潮
と
共
に
生
ず

桃
花
雨
を
含
み
て
開
く

母

母



7

　
　
　
賞　
状

　
特
選　
　
　
　
　
　
吉
谷　
久
江

あ
な
た
は
校
内
書
き
初
め
展
に
お

い
て
頭
書
の
成
績
を
収
め
た
の
で

こ
れ
を
賞
し
ま
す　

　
平
成
三
十
年
一
月
二
十
八
日

　

中
央
高
等
学
校
長 

戸
田 

忠
□

紙
の
向
き
と
使
い
方

縦
書
き

第
６
問　

つ
ぎ
の
賞
状
文
を
、
別
紙
（
第
６
問
賞
状
用
紙
・
横
長
に
し
て
）
に
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
楷
書
で
書
く
こ
と
。
印
の
大
き
さ
と

位
置
を
赤
の
油
性
ま
た
は
顔
料
系
の
マ
ー
カ
ー
で
示
し
な
さ
い
）。
鉛
筆
で
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。
定
規
や
も
の
さ
し
で
書
い
た
線

は
消
し
て
出
す
こ
と
。



書
写
体
の
例

　

所　

点

第 ８ 問

点

第 ７ 問

2

（伊予切）

（書譜）

つ
ぎ
の
仮
名
に
つ
い
て
、
全
部
の
字
を
平
仮
名
で
、
外
側
に
書
き
改
め
な
さ
い
。

　　

書
の
上
で
は
辞
書
に
な
い
形
の
漢
字
を
よ
く
書
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
書
写
体
と
い
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
漢
字
を
書
写
体
で
、
下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
下
の
例
を
参
照
。）

第
８
問

つ
ぎ
の
草
書
五
字
を
、
楷
書
で
下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

第
７
問

当
用
漢
字
で
新
し
い
字
体
が
採
用
さ
れ
た
た
め
、
も
と
の
字
体
は
旧
字
体
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
漢
字
を
旧
字
体
で
、
下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

　

予

関

争

浜

旧

足

節

般

高

号

　　AA ＢＢ



裏面に第 10問があります。

　

　

　　

点

第 ９ 問

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
　
）

3

第
９
問

つ
ぎ
の
書
道
用
語
に
つ
い
て
、
六
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

　　

　
つ
ぎ
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
筆
者
（
伝
承
も
含
む
）
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

AＢ
背　
勢

１

時
代

筆
者

晋
祠
銘

玉
泉
帖

真
草
千
字
文

争
座
位
文
稿

伊
都
内
親
王
願
文

３５ ２４



点

第 10 問

4

第
10
問

つ
ぎ
に
書
か
れ
た
文
の
漢
字
に
つ
い
て
、
常
用
漢
字
の
字
体
か
ら
見
て
誤
り
ま
た
は
不
適
当
な
字
が
あ
っ
た
ら
、

そ
の
右
に
正
し
く
書
き
改
め
な
さ
い
。
全
文
を
書
き
改
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
の
和
歌
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
上
か
ら
見
て
正
し
く
な
い
箇
所
だ
け
を
、
そ
の
横
に
正
し
く
書
き
改
め
な
さ
い
。

全
文
を
書
き
改
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

AＢ

Ａ

吉
野
山
こ
ぞ
の
し
お
り
の
道
か
え
て
ま
だ
見
ぬ
か
た
の
花
を
た
ず
ね
む

人
を
な
お
恨
み
つ
べ
し
や
都
鳥
あ
り
や
と
だ
に
も
問
う
を
聞
か
ね
ば


